
モノが語る“声”を届ける

⽬の眼

⾻董・古美術メディア
Ø 雑誌『⽬の眼』

Ø ウェブメディア

Ø 企画制作・コンテンツ提供

Ø アンティーク・コンシェルジュ

2024.6.12 株式会社⽬の眼



⾻董・古美術品はすべて「１点もの」です。ひとつひとつに
異なる個性があり、その優劣を⾒分けることが重要なポイン
トになっています。そのためには「深く⾒ること」「広く⾒
ること」、とくに数多くの⼀級品を⾒ることと、幅広いジャ
ンルを⾒通す眼をもつことが⼤切です。

⽉刊『⽬の眼』は、書画・陶磁器・茶道具・⼑剣・⺠藝・調
度品や⽂具など多岐にわたる⾻董・古美術の世界と、時代を
超えてそれらを繋いできた⼈たちにフォーカスし、毎号横断
的な特集をお届けしています。

また、デジタル技術とネット社会の進化や、この数年のコロ
ナ禍を経た⼈々の情報収集やニーズの変化にあわせ、事業の
デジタルシフトを進めるとともに、⾻董・古美術に関する企
画制作やサポートにも事業を展開しています。

オンラインとオフラインの⾃社メディアを両輪とし、⾻董・
古美術界の「買い⼿」「売り⼿」をつなぐポータルメディア
として、さらなる進化を続けてまいります。

⾻董･古美術雑誌『⽬の眼』

◉創刊：1977年

◉発⾏部数：6,000部（2024年5⽉時点）

◉販売取扱：⼀般書店、amazonなどオンライン書店、
⾃社WEBサイトで販売。

そのほか美術館、博物館、⼤学、図書館、美術店、

ギャラリーなどで取扱多数。
◉定期購読：約1000⼈（2024年5⽉時点）

創刊47年⽬を迎えた⽉刊『⽬の眼』は、⾻董・古美術
に特化した出版メディアとして、１つのジャンルを深
く掘り下げることと同時に、幅広く複眼的な視点で、
読者に情報を提供してきました。



公式ウェブサイトでは、2020年から⽉刊『⽬の眼』最新号の全ペー
ジを期間限定で公開。現在、サイト全体の⽉平均ビュー数は12,700
ビューですが、そのうち約4割が最新号（Ebook）を閲覧しています。

2023年12⽉にはウェブマガジンとして公式サイトをリニューアル。
記事配信を増やし、⾻董・古美術品の旬な情報から、美術商やコレク
ターへのインタビュー、展覧会や⾻董市など全国のイベント・催事情
報などを配信しています。今後は『⽬の眼』のバックナンバーから最
新号のデジタル版を集めた⽉額読み放題サービスと、EC機能を強化
した会員ウェブサイトの開始を予定しています。

⾻董・古美術ファンの裾野を広げている⾃社SNSでは、とくにインス
タグラムとYouTubeのフォロワー数が3年間で約1.5倍伸び、⾻董・古
美術メディアとして最もフォロワー数を多く獲得しています。

⾻董･古美術ウェブメディア

•Instagram
•Youtube
•X
•Facebook

SNS

•Ebook閲覧
•関連記事
•イベント情報
•ショップガイド

ウェブマガジン

•商品購⼊
•会員限定記事

EC会員サイト
（2024年予定）

@menome1977
9,800⼈以上

公式SNSフォロワー数（2024年5⽉時点）

@menome1977
1,700⼈以上

@menome1977
2,800⼈以上

@menome1977
3,000⼈以上

雑誌掲載の記事を⾃社のウェブメディア（公式サイト、 SNS）
に展開することにより、⾻董・古美術の情報メディアとして
ファン層を拡⼤させています。



読者＆フォロワー層

⽬の眼

美術商

学術研究者

コレクター

クリエイター

雑誌『⽬の眼』の読者層は40代〜60代の男性が中⼼ですが、
ウェブメディア（SNS）のフォロワー層には30代も多く、男⼥⽐
はほぼ半々となっています。アジア圏のフォロワーも増えており、
SNSを経て雑誌の定期購読にもつながっています。

職業別では美術商や美術館・博物館などの学術研究者が多いのは
もちろんですが、医師、会社経営者、事業家から学⽣までエンド
ユーザーの職種は多岐にわたります。SNSフォロワーには作家や
デザイナーなども多く含まれます。

「⽬の眼」は⾻董・古美術のポータルメディアとして、美術商・
研究者・コレクター・クリエイターをつなぐ担い⼿となることを
⽬指しています。

【アートコレクターへの取材】
実業家の前澤友作⽒は、古美術品コレク
ターとして『⽬の眼』にも度々登場。

【英語版刊⾏ MENOME】
雑誌『⽬の眼』のバックナン
バーから海外向けに厳選した
記事を英訳して販売。

【インスタグラム】
雑誌と連動した投稿を中⼼
に⾻董・古美術の関わる⼈
やモノを紹介。



企画制作･コンテンツ提供

情報を発信するメディアとしての役割から事業を拡⼤し、商
業施設、書店のスペースを活かした企画をはじめ、各地の観
光協会、新聞社、飲⾷や旅⾏業とのタイアップ企画など、⾻
董・古美術に関連したイベントをご提案しています。

また、他誌や他媒体、他ウェブメディアからのご相談を受け、
⾻董・古美術に関する情報提供や取材の協⼒も⾏っています。

【トークイベントの企画運営】
⽇本経済新聞社様と⽬の眼による
特別講演会を2019年から開催。講
演会のテーマ設定から登壇者の
コーディネート、講演会の進⾏運
営をプロデュース。

＊現代作家の杉本博司さん、クリ
スティーズジャパン代表の⼭⼝桂
さんには3年連続登壇していただい
ています。

今年7⽉10⽇には、ライターの橋
本⿇⾥さんが加わり、３⼈による
⿍談を開催します。

【⾻董市の会場運営】
若⼿古美術商たちによるSNSユ
ニット「道具屋めいてい研究
所」とGinza Sony Park、⽬の眼
の３社による⾻董市を開催。

【美術商とのタイアップ】
古い器を使った⾷事会や、古
美術店でのプライベート
ビューイングやガイドツアー
などを企画。

【記事制作】
雑誌『リシェス』『婦⼈画
報」（ハースト婦⼈画報社）
からの依頼で、古美術の紹介
記事を制作。



アンティーク・コンシェルジュ

⽇本の⾻董・古美術市場は“クローズドマーケット”といわれ、
公的な鑑定機関もなく、⼀般のエンドユーザーにとって信頼で
きる⼈や⽅法を⾒つけるのは困難です。

現役コレクターからのコレクションに関する相談や、終活・遺
品整理などによる⾻董・古美術品の売却先に関する相談。また、
海外のお客様への古美術店の紹介やガイドアテンド、海外オー
クションへの出品など、相談内容は多岐にわたります。

今後、弊社が培ってきた全国の古美術商とのネットワークや知
⾒を活⽤したサポートの事業化をはじめ、美術品に関する問題
解決につながる講座事業の実施も視野にいれています。

• 信頼ある購⼊先や売却先の紹介
• コレクションの撮影や図録の制作
• 古美術にまつわる歴史やジャンルに関する講座

買
い
た
い

管理し
たい

売
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た
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譲
り
た
い

守りたい

近年増えているのが⾻董・古美術品の売買や、コレクション
の管理・整理に関するご相談です。

⽬の眼

◉全国の古美術商とのネットワーク〈取引先〉
東京美術倶楽部、京都美術倶楽部、⼤阪美術倶楽部、

名古屋美術倶楽部、⾦沢美術倶楽部
各美術倶楽部加盟店 約300件 など

【コレクション図録】
コレクションの記録は、コレ
クター本⼈だけでなく、それ
を引き継ぐご家族からのニー
ズもあります。


